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立教大学（東京都豊島区、総長：西原廉太）と酪農学園大学（北海道江別市、学長：岩野英知）は、環境学分

野における相互協力・連携に関する協定を締結しました。2025 年 2 月 20 日、立教大学池袋キャンパスにお

いて協定書調印式を執り行いました。 

立教大学の環境学部設置構想（2026 年 4 月を予定）、及び酪農学園大学の農食環境学群における再編構想は

文部科学省「大学・高専機能強化支援事業」に選定されています。同事業における連協強化、また両大学がキリ

スト教学校教育同盟加盟校という共通点もふまえて今般の協定締結の運びとなりました。 

都市型の立教大学と、広大なフィールドを有する酪農学園大学は環境学分野において相互補完的な役割を期

待でき、研究・教育面での多彩な連携促進の可能性を検討して参ります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１）協定の概要 

  ＊環境学及び関連分野の教育における相互協力及び連携 

  ＊環境学及び関連分野の学術研究における相互協力及び連携 

  ＊学生の相互交流 

  ＊教育研究施設、装置及び設備の共同利用 

  ＊その他両大学が必要と認める事項における相互協力及び連携 

  など 

 

立教大学と酪農学園大学は、環境学分野に

おける相互協力・連携に関する協定を締結 

左から小糸健太郎酪農学園大学農食環境学群長、岩野英知同学長、 
西原廉太立教大学総長、二ノ宮リムさち同環境学部設置準備室教授 



２）両大学の概要 

 
 

 
 

３）立教大学総長・酪農学園大学学長によるコメント 

 

 

 

※このリリースは文部科学記者会、環境省記者クラブ、東京都庁記者クラブ、埼玉県政記者クラブ、及び

大学プレスセンター等に発信しています。 

＜本件に関する報道関係のお問い合わせ＞ 

立教大学総長室広報課（担当：藤野、深澤） 

Email: koho@rikkyo.ac.jp Tel: 03-3985-2202 

酪農学園大学入試広報センター（担当：津川） 

Email: koho@rakuno.ac.jp Tel:011-388-4158 

酪農学園大学 立教大学 

1874（明治７）年創立。国際性やリーダーシップを育

むリベラルアーツ教育を特色とし、総合大学としての

強みを生かした教育研究を展開。11 学部・15 研究科

で構成。2024 年に創立 150 周年を迎えた。 

 

【池袋キャンパス】東京都豊島区西池袋３－３４－１ 

【新座キャンパス】埼玉県新座市北野１－２－２６ 

https://www.rikkyo.ac.jp 

酪農学園大学は今年創立 65 周年を迎えられる歴史と伝

統ある、キリスト教を建学の精神とする素晴らしい大学です。

時代を経る中で、学びの分野は、酪農から農業や食品、獣医、

自然環境と広がりましたが、その根底にある思想は一貫して

「健土健民」の理念のもと一人ひとりの個性を磨き、身に付け

た知識や技術を社会で活かす力を育む教育を大切にされて

います。150 年の間、キリスト教に基づくリベラルアーツ教育を

丁寧に行ってきた首都圏に在する立教大学と、広大なフィール

ドを有される酪農学園大学の共振は、本学が今後、推進する

環境学分野のみならず、これまでの日本の高等教育でも稀有

な化学反応をもたらすものと確信しています。 

立教大学 総長 西原廉太 

1933（昭和 8）年創立。酪農から農業や食品、獣医、

自然環境まで学びの分野が広がり、農食環境学群と獣

医学群の２学群、循環農学類・食と健康学類・環境共生

学類・獣医学類・獣医保健看護学類の 5 学類で構成。 

 

北海道江別市文京台緑町 582 番地 

https://www.rakuno.ac.jp/ 

キリスト教に基づく人間教育を基軸とした立教大学と酪農

学園大学が、未来を担う人材育成で連携します。今後、世界的

な人口増加と地方都市の急激な人口減少に伴い、食糧問題

やインフラの整備、少子高齢化など、多様な課題が予想されま

す。その解決には、技術の発展だけでは限界があり、異なる立

場の人々が対話し、相互理解を深める「ダイアローグ（討論や

議論ではなく対話）」が重要です。立教大学の高度なリベラル

アーツ教育を受ける都市部の学生と、全国から北海道に集い

徹底したフィールド教育を受ける酪農学園大学の学生が交わ

り、社会課題の本質に向き合いながら成長することが期待さ

れます。 

酪農学園大学 学長 岩野英知 


